
 
地域包括ケアシステム維持のための ICT の活用に関する研究会（第２回） 

議事次第 

 

 

令和５年１月２７日（金） 

１０：００ ～１２：００  

場所：東北厚生局１６階会議室 

 

 

１．開会 

 

２．議事 

（１）前回の質問に対する説明 

（２）ICT の活用場面と課題について 

３．その他 

４．閉会 
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【資料１】第 1回研究会でのご質問 

【資料 2】ICT の活用場面と課題 

【参考資料】第 1回研究会議事概要 
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第１回研究会でのご質問

1 介護ロボットの普及状況、支援申請件数、採択件数

2 介護ロボット事故についての損保の対応状況、課題検討状況

機密性2

資料１
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令和3年度事業所における介護労働実態調査（公益財団法人介護労働安定センター）によると、
介護ロボットの導入状況は次のとおり。

【調査の概要】
・調査対象 : 全国の介護保険指定介護サービス事業を行う事業所のうちから無作為抽出（18,000事業所）した。
・有効回収数 : 8,809票（回収率 51.8%）。
・調査対象日 : 令和3年10月1日現在。
・調査内容 : 法人・事業所の概況、雇用管理の状況、運営上の課題等。

1 介護ロボットの普及状況、支援申請件数、採択件数

（1）介護ロボットの普及状況
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（2）介護ロボットの支援申請件数、採択件数
公益財団法人テクノエイド協会「令和3年度介護ロボット導入支援事業の実態調査」

によると、地域医療介護総合確保基金による介護ロボット導入の状況は次のとおり。

【調査の概要】
・調査対象 : 47都道府県の介護ロボット導入支援事業所管部署
・有効回収数 : 全件回収
・調査期間 : 令和3年11月15日から令和3年12月17日

・提出された計画件数 4,069件
・採択した件数 2,596件
・採択率 64%
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2   介護ロボット事故についての損保の対応状況、課題検討状況

損害保険の整理（出典:ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会ロボット利活用推進ワー
キンググループ）

※ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会:「ロボット新戦略」（2015年2月10日日本経済再生本部決定）に基づき、
同戦略に掲げられた「ロボット革命」を推進するために、民間主導で設立された組織的プラットフォーム。

・ワーキンググループの整理において、保険を手配すべき者と損害を受ける者ごとに、該当
する保険商品が整理されている。
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ICTの活用場面と課題

1 介護サービスの利用申請、相談（利用者⇔市町村等）
2   サービス利用（利用者⇔サービス提供者）
3 関係者の情報共有（サービス提供者⇔サービス提供者）
4 サービス提供者の行政との手続き（サービス提供者⇔行政）
5 導入や利用についての課題

機密性2資料２
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1  介護サービスの利用申請、相談（利用者⇔市町村等）

<ICT活用の場面>

オンラインによる要介護認定申請

遠隔機器による認定調査

オンラインによるケアプラン作成
※居宅介護支援事業者、地域包括支援センター

出典:厚生労働省HP
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要
介
護
認
定
の
申
請

2 サービス利用（利用者⇔サービス提供者）
（1）在宅サービス

① 訪問介護
<ICT活用の場面>

オンラインによる申込み

オンラインによる関係者の連携

介護ロボットの活用による介護
（パワーアシストによる移乗支援、

入浴支援等）

市町村等

利 用 者

サービス提供事業者

認
定

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
依
頼

訪
問
・
説
明

契
約

サ
ー
ビ
ス
提
供

〇食事・排泄・入
浴などの介護

〇掃除、洗濯、買
物などの生活援助
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② 訪問看護

出典:公益社団法人山形県看護協会HP

<ICT活用の場面>

オンラインによる申込み

オンラインによる関係者の連携

訪問看護は、利用者が可能な限り自宅で自立した日常生
活を送ることができるよう、利用者の心身機能の維持回
復などを目的として、看護師なとが疾患のある利用者の
自宅を訪問し、主治医の指示に基づいて療養上の世話や
診療の補助を行う。

介護ロボットの活用による看護
（機器による見守り、通報）

遠隔からの医師の指示による看護
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<ICT活用の場面>

オンラインによる医師への診療に必要な情報
を提供

オンラインによる診察、患者への指示

③ 在宅診療

出典:令和4年3月15日
第5回デジタル田園都市国家構想実現会議 厚生労働省資料
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<ICT活用の場面>

オンラインによる医師への診療
に必要な情報を提供

オンラインによる診察、患者への
指示

④ 医療MaaS

出典:伊那市HP

医療品等を搭載した車両に運転手＋看護師が同乗し患者宅へ向かい、
患者と病院にいる医師をテレビ会議システムでつなぎ、車内で診療を
行う。
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⑤ 在宅遠隔見守り

<ICT活用の場面>

オンラインによる見守り者との
体調等情報共有、相談等

出典:厚生労働省HP 7



出典:国立開発研究法人日本医療研究開発機構 介護ロボットポータルサイト

⑥ 在宅における介護ロボットの利用

<ICT活用の場面>

ドローンによる医薬品等の宅配⑦ 宅配

<ICT活用の場面>

・異常検知
・異常発生時の緊急連絡
・高齢者への声掛け 等
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（2）通所サービス

通所介護

施設での食事や入浴などの日常生活上
の支援、生活機能向上のための機能訓練、
口腔機能向上サービスなどを日帰りで提
供。生活機能向上グループ活動などの高
齢者同士の交流。

<ICT活用の場面>

オンラインによる申込み

利用者の情報共有

オンラインによる指導

介護ロボットの活用による支援
・移乗支援
・移動支援
・入浴支援

等
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① 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
<ICT活用の場面>

介護ロボットの活用による支援
・移乗支援
・移動支援
・排泄支援
・見守り・コミュニケーション
・入浴支援
・介護業務支援（情報の収集・蓄積・活用）

（3）施設サービス

② 介護老人保健施設

※ この他、施設という物理的側面からみると、グループホーム、有料老人ホーム、サ高住、
ケアハウスなどがあります。
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出典:厚生労働省HP

（参考）ロボット技術の介護利用における重点分野
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出典:厚労省HP

① 在宅医療と介護の連携（全体像）
3 関係者の情報共有（サービス提供者⇔サービス提供者）

<ICT活用の場面>

各場面でのオンラインによる
関係者の連携
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② 医療と医療の連携（専門医による遠隔診療サポート・患者情報の共有）

出典:令和4年3月15日
第5回デジタル田園都市国家構想実現会議 厚生労働省資料

<ICT活用の場面> オンラインによる医師間の情報の共有、施術の実施
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① 介護サービス事業者の指定（許可）申請

介護保険法に基づく居宅サービス事業者、居宅介護支援事業者、介
護予防サービス事業者及び介護保険施設の指定（許可）を受けるた
めの申請

申請 審査 指定
（許可）

行 政

サービス提供者

4  サービス提供者の行政との手続き（サービス提供者⇔行政）

<ICT活用の場面>

オンラインによる申請・審査
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② 介護保険施設・事業者に対する指導監督

行 政

介護保険施設・事業者

行政指導
（集団指導・
運営指導）

不正等の疑い
が発覚すれば
監査へ移行

監 査

<ICT活用の場面>

オンラインによる遠隔指導

遠隔機器による事実関係等調査
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・介護の知識をもって機器の使用法を利用者
に説明できる人材の育成

5  導入や利用についての課題
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（参考）事業者側の課題

令和3年度事業所における介護労働実態調査（公益財団法人介護労働安定センター）によると、
ICT機器等の導入や利用についての課題・問題に対する回答は以下のとおり。

【調査の概要】
・調査対象 : 全国の介護保険指定介護サービス事業を行う事業所のうちから無作為抽出（18,000事業所）した。
・有効回収数 : 8,809票（回収率 51.8%）。
・調査対象日 : 令和3年10月1日現在。
・調査内容 : 法人・事業所の概況、雇用管理の状況、運営上の課題等。
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機密性２  

 

1 

 

 

地域包括ケアシステム維持のための ICTの活用に関する研究会（第 2回）議事概要 

 

１ 日 時 令和５年１月 27日（金） 9:55～11:40 

 

２ 場 所 東北厚生局 16階会議室 

 

３ 出 席 者  

  （構成員） 

藤田構成員（座長）、大坂構成員、佃構成員、平田構成員 

  （事務局） 

  井原局長、金山健康福祉部長、古川地域包括的支援構築施策分析官、 

佐藤地域包括ケア推進課長 

 

４ 議事概要 

事務局から資料に基づき、ICTの活用場面と課題について説明。その後、質疑、意

見交換が行われた。 

 

〔主な意見〕 

〇 利用者の属性は様々。それに応じて ICTの活用場面を考えるべき。 

 

〇 個々の ICTの導入ではなく、統合的に考えるべき。 

 

〇 そのためにも、人材の育成も含めたマネジメントが重要。 

 

〇 情報基盤の整備が不可欠。情報格差の懸念がある。また、情報セキュリティの問 

題も検討する必要がある。 

 

〇 新たな技術については、慣れが重要。使用しているうちに抵抗感がなくなる。 

 

以上 




